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学位論文内容の要旨

  インドネシア産オゴノリ科海藻の分類に関する研究は、1928年にWeber一van

BosseがSiboga Expeditionの成果に基づき論文を発表して以来ほとんど行われてい

ない。

  オゴノル科の海藻は寒天原藻として世界的に流通している最も経済価値の高い種

で、インドネシアでも採取と養殖は盛んである。したがって、養殖対象種の選択・移

入などが必要とされているが、その基本になる分類学的研究と植物地勢学的研究が遅

れているため、思うようには進んでいない。

  現在、オゴノリ科は4属（ Gracfぬrぬ，Gracfぬr．めpぬfぬ，Gracf冶rめcdaK

（カng．racぬ々’a）から成っているが、この中でGracfぬrfa属は岩上など無機質上に生育

する通常見られる種であり、他の3属は（冫racfぬr‘ぬの体上に着生する寄生種

（Adelphoparasite）である。本研究ではWeber―vanBosseがインドネシア海域で

採集し、オランダのライデン大学博物館に所蔵されている乾燥標本、およびプレパラ

ート標本を詳細に調ベ、表1に示したように（洫cfぬr．ぬ属に19種1変種を、

（；ra鹹a打〇c〇め属に5種1変種を同定・確認した。なお、Gj．acfぬr．f〇c〇ぬ属の種は

（加dたぱf〇．pあf．ぬ属に入れられていた4種1変種と既存の1種を合わせたものである。

  分類指標として＠体が円柱状か偏平か、◎枝別れの様式、◎内部組織を構

成する細胞の大きさ、＠生殖器官の相違、特に、雄性生殖器官の形態の相

違、を用いた。雄性生殖器官の形態は、現在もっとも重要な分類形質とされ



ている。生殖器官についてWeber一van Bosseはほとんど記載していなかった

が、24種で観察することができ、現在の分類体系に合わせてグループ分け

    （表1）することができた。

表1．インドネシア産オゴノリ科海藻のグループ分け

Gracilaria属 Gracilariocolax属
Chorrladループf寿層犁1 Verriicosaグループ（ッポ犁） Varr11c.osaグループ（ッポ到1

Gracぬr．ぬC〇raHfcく）ぬ
G，Jemaneむ・011Hお
′rextoriiグループ（皿犁）
Q・adほぬM〇dget倒
G．g・めs
G．haudm
G．sHbnをぬ
G．亡ext〇Hf
G．vねUぬrdむ
GradbrぬSp．

Gracj．ぬrねCanaロCLLぬぬ
G．c〇r〇nopff〇ぬ
G．debj．ロ・s
G．dfch〇虹）‘m0ぬabeヱぬね
G．ぬC加uぬぬ
G．Saロc〇mね
G．、′errucoS・a
Pnlv翻wernnsaグループf名六到1
GraCfぬrゴa甜℃ua魎
G．arcuaぬVar．Sna政・e卵
G．eduヱな
G．euCわeunla比汀deS

くraCnarj〇C〇た区de五コrmanS
Gr．ねenrjヒとぬe
GrImガddな
Gr．seCchdm
Gr，Se脚ユeヱmVar．ag呂reg．aぬ
の．aCぬn〇匸．〇bXSp．

  Gracilariocolaxはインドネシアからの標本に基づき1928年に設立された属

であり、以来1属1種(Gr. henriettae)であった。しかし、本属の原記載は

生殖器官の特徴を明記していないため、属の新設に疑問が持たれ、さらにそ

の後設立されたGracilariopbfぬ属との関係も明確ではなかった。しかし、本

研究でGracfぬr‘f〇c〇ぬx属の雄性生殖器官はVerrucosatype（ッポ型）であ

り、Gracfぬ巧，〇．pぬfぬ属のChordatype（表層型）とは明確に違うことを確認し

た。この結果、中国産とインドネシア産のGracf幽ガ，〇．pわfぬ属に同定されてい

た4種1変種は同定間違いであり、Q‘adた研〇c〇め属に入れるべきことを提案

し、インドネシアを含むアジア海域にGracf．ぬガ・o．pわfぬ属は存在しないことを

証明した。

  Gj・acぬめcdaX属はGracfぬヵ・・a属の特定の種の体上に生育するため、その分

布は宿主の分布に依存している。インドネシア産オゴノル科24種2変種の

内、南太平洋、東南アジア、南中国海域に広く分布する種もあれば、インド

洋にのみ生育する種もあった。しかし、分類学的には同一種でも、それぞれ

の生育環境は形態の変異をもたらしている。近年、養殖目的で、本来分布し

ていない地域に移入されている種も多い。したがって、種の本来の特徴を正



確に把握するためには、夕イプ標本あるいは初期の研究を詳細に検討するこ

とが重要になってくる。今回、Weber－van Bosseの標本を再検討することに

より、インドネシアでの研究に弾みをっけると共に、周辺海域との共通性，

あるいは相違性を 一層明らかにする一 歩とすることができた。

  インドネシアは約17，500の島から成り、海岸線は180，OOOkm以上に達す

る。このため海藻資源は豊富であり、オゴノリ科の種数は一地域としては非

常に多い。当地域のオゴノリ研究に関する重要な課題のーっは、その分布と

多様性を把握することである。インドネシアはアジア大陸とオーストラリア

に挟まれ、インド洋と太平洋に囲まれている。このような立地条件から、周

辺海域に産する海藻相と共通性が強いことがわかった。今回の研究で明らか

にした24種2変種 の内、インドネシ ア固有種は6種に過ぎない。

  Gracfぬヵ．a科海藻は世界に広く分布するが、ほとんどの種は限られた地域

に生育している。この研究で確認した24種は周辺海域で知られている種数

よりかなり多く、インドネシア海域はオゴノル科海藻の発生地であり、フイ

リッピンを経て日本海域（特に沖繩海域）へ分布を拡げてきた事を示唆して

いる。

  前述のように、インドネシアではオゴノりを寒天原藻、あるいは「野菜」

として利用している。当地では天然藻体を採取していたが、乱獲などで個体

群が減少し、養殖が主体になりつっある。本研究では、種苗生産を効率よく

するために、大規模な培養槽で幼体の生育実験を行った。その結果、養殖対

象種（Gracぬヵゑeduロs）を人工培養することは充分可能であることを確認し

た。今後はインドネシアの環境条件に合致した条件での育成に取り組む計画

であるが、インドネシア海域の水温と塩分濃度は年間を通してほぼ一定であ

り、本種の養殖には適している。したがって、寒天産業にとって相応しい種

であることがわかった。また、本種の寒天成分を分析した結果、非常に良質

であることを明らかにした。

  このように本研究はインドネシア産オゴノリ科海藻の種と属を形態学的手

法で整理し、今後の分類学に寄与すると共に、養殖のための種苗育成を試

み、さらに寒天成分など分析することで今後の研究に寄与したものである。
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イ ン ド ネ シ ア 産 オ ゴ ノ リ 科 海 藻 の 分 類 に 関 す る 研 究 は 、 1928年 に Weber-van

Bossが Siboga Expeditionの 成 果を 論 文に 発 表 して 以 来 ほと ん ど行 わ れ てい ない。

現在、オゴノリ科は4属（く;:racilar ia，Gracilariophila，Gracilariocolax,C．ongracilaria)

か ら 成 って い るが 、 こ の中 で Gracilar ia属 は 岩 など に 生育 す る 通常 見 られ る種 で

あ り 、 他の 3属 は Gracilariaの 体 上に 着 生す る 寄 生種 （ Adelphoparasite)であ る。

本 研 究 で は オ ラ ン ダ の ラ イ デ ン 大 学 博 物 館 に 所 蔵 さ れ て い る イ ン ド ネ シ ア 産 の

乾 燥 標 本、 お よび プ レ パラ ー ト標 本 を 詳細 に 調べ 、表1に示し たように Gracilロria

属 に 19種 1変 種 を 、 Gracilariocolax属 に 5種 1変 種 を 同 定 ・ 確 認 し た 。 な お 、

Gracilariocolox属 の種 は Gracilariophila属 に 入 れら れ て いた 4種 1変 種 と既 存の1

種を合わせたものである。

表1．インドネシア産オゴノリ科海藻のグループ分け

    Gracilaria属

Chordaグループ
Gracf́ ロr．ぬCロ′ロ肪cD′ロ

G． た 閉 口 打 ピ 所 ワ rm地

Textomグループ

Gracilaria blodgettii

G． g起ゆ

G，カロw齬f

G．sガZ弸灯ロ

G．fばrD′W

G． vfPf〃 ロ ′ 伽 f

G朋cぬ廟sp・

Verrucosaグループ
    Gracilaria conalicu紜ぬ

  G．cDMDp渺む

  GI虞めfぬ

    Glめc轟DrDm。ノぬ6ピ朋・ロ細

    G．´ロc加甜´ロ紜

    GlSロ′f∞′Wね

    Glv・PげZ‘0Dゞ ロ
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  Gracilariocolax属

Verrucosaグループ
Ǵ ．∞ぬ灯DcD轟ぱ虎′D珊ロ恥

（沈轟B″灯P〃‘弛

（沈卿賊ぬ

Gr．sPセヵP〃釘

Gr. setchellii var. aggregロぬ

Gracilariocolaxsp．



  分類指標として＠体が円柱状か偏平か、◎枝別れの様式、◎内部組織を構成

する細胞の大きさ、＠生殖器官の相違、特に、雄性生殖器官の形態の相違、を

用いた。雄性生殖器官の形態は、現在最も重要な分類形質とされている。しか

し、生殖器官についてWeber-van Bosseはほとんど記載していなかったが、24

種で観察することができ、現在の分類体系に合わせてグループ分けすることが

できた（表1）。Gracilar iocolaxはインドネシアからの標本を基に設立された属

であり、以来1属1種(Gr. henriettae)であった。しかし、本属の原記載は生殖

器官の 特徴を明記していないため、この新設に疑問が持たれ、さらに

Gracilar iophila属との関係が明確ではなかった。しかし、Gracilariocolaxの雄性

生殖器官はツボ型(Verrucosa type)であり、Gracilar iophilaの表層型(Chorda type)

とは明 確に違うことを確認した。この結果、中国産とインドネシアの

Gracilar iophila属に同定されていた4種1変種は同定間違いであり、

Gracilar iocolaxに入れるべきことを提案し、アジア海域にGracilariophilaは存在

しないことを証明した。

  Gracilariocolax属はGracilar ia属の特定の種の体上に生育するため、その分布

は宿主の分布に依存している。オゴノリ科24種2変種の内、南太平洋、東南

アジア、南中国海域に広く分布する種もあれば、インド洋にのみ生育する種も

あった。しかし、分類学的には同一種でも、それぞれの生育環境は形態の変異

をもたらしている。近年、養殖目的で、本来分布していない地域に移入されて

いる種も多い。したがって、種の本来の特徴を正確に把握するためにはタイプ

標本、あるいは初期の研究を詳細に検討することが重要になってくる。今回、

Weber-van Bosseの標本を再検討することにより、インドネシアでの研究に弾み

をっけると共に、周辺海域との共通性，あるいは相違性を一層明らかにする一

歩とすることができた。

さらに本研究では、種苗生産を効率よくするために、大規模な培養槽で幼体

の育成実験を行った。その結果、養殖対象種（Gracilaria edulis)を人工培養す

ることは充分可能であることを確認した。インドネシア海域の水温と塩分濃度

は年間を通してほば一定であり、本種の養殖には適している。したがって、寒

天産業にとって相応しい種であることが分かった。また、本種の寒天成分は非

常に良質であることを明らかにした。

  このように本研究はインドネシア産オゴノリ科海藻の種と属を形態学的手法

で整理して分類学に寄与すると共に、養殖のための種苗育成法の開発、寒天成

分の分析などで今後の研究の進展に寄与したものである。よって博士（水産科

学）の学位を授与される資格のあるものと判定した。


